
北海道ではサケOncorhynchus ketaはおもに人工ふ化増
殖事業によって回帰資源が維持されていると考えられて

いる。人工ふ化増殖事業においては，河川に遡上し，捕

獲した親魚から採卵し，放流種苗を生産している。その

ため，安定的に親魚を捕獲することが求められる。

サケを含むサケ科魚類は生まれた河川あるいは放流さ

れた河川に親魚として回帰するが，いくらかの個体は他

の河川に迷入することが知られている（e.g. Quinn, 1984;

1993; 2005; Hendry et al., 2004; Pess, 2009; Keefer and
Caudill, 2012）。サケのふ化放流事業が盛んに行われてい

る南東アラスカのふ化場は大部分が沿岸に設置され，サ

ケ稚魚は多くが入江や海中飼育の生け簀から放流されて

いる（石黒・田宮，2000）。アラスカではサケの迷入する

個体の比率は放流場所から離れるほど少なくなる一方で，

放流場所から50 km以内で高く，90％近くに達すること

が報告されている（Piston and Heinl, 2012a; 2012b）。また，

ギンザケO. kisutchやマスノスケO. tshawytschaは沿岸に近
い河川で放流された場合，迷入が多いことが報告されて

いる（Shapovalov and Taft, 1954; Quinn et al., 1991; Heard,
1996; Marston et al., 2012）。北海道においても，海岸線近
くに設置されたふ化場は多く，河口から数百m上流から

放流しているふ化場もある。河口の近くから放流された

場合，他河川への迷入が多くなることが予想され，放流

河川への遡上が少なくなる結果，採卵用の親魚確保に支

障を来す可能性がある。本報告では，河川回帰状況を放

流場所の観点から検討した。

材料および方法

サケの放流数および河川捕獲尾数 北海道東部の根室管

内の11放流・捕獲河川（北部地区：羅臼川，春苅古丹川，

元崎無異川，薫別川，伊茶仁川，標津川；南部地区：当
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The relationships between the release sites of chum salmon Oncorhynchus keta fry and the return of adult salmon to the river
was examined by comparing the number of released chum salmon fry from 1984 to 2012（brood years）and that of returned
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were stocked and adults were captured. A significant positive correlation was observed between mean river return rates and
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negative correlation between the coefficient of variation for river return rate and downstream distance indicated that these rates

might fluctuate considerably in rivers with short downstream distances.
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幌川，床丹川，西別川，風蓮川，別当賀川）における1984

～2010年に採卵された年級群を解析の対象とした（Fig.

1）。

根室管内の標津沿岸では2011～2014年に漁獲したサケ

親魚および標津川に遡上したサケ親魚の平均年齢はそれ

ぞれ4.24−4.46歳，4.41−4.56歳であったことから（春日井

ら，2015），平均的な回帰年齢を4歳とし，採卵した年の

4年後の沿岸漁獲尾数および河川捕獲尾数を当該年級の回

帰と見なした。

Ctj ＝ Ccj ＋ Crj （1）

Rj ＝ Ctj ／ Nrj （2）

ここで，

i：河川（i ＝ 1－11），
j：採卵した年（ j = 1984−2010），
Crij : i河川の j年級の河川捕獲尾数（ j＋4年の河川捕獲
尾数），

Crj：根室管内全体の j年級の河川捕獲尾数（ j＋4年の
河川捕獲尾数），；

Ccj：根室管内全体の j年級の沿岸漁獲尾数（ j＋4年の
沿岸漁獲尾数），

Ctj：根室管内全体の j年級の来遊数（ j＋4年の来遊
数），；

Rj：根室管内全体の j年級の単純回帰率，
Nrj：根室管内全体における j年級の放流尾数。

サケは降海直後に大きな減耗が起こっていると推測さ

れている（Parker, 1962; Bax, 1983; Pearcy, 1992; Karpenko,

1998; Wertheimer and Thrower, 2007）。沿岸環境の変動にと

もない各年級の豊度は年によって異なるため、サケの回

帰率は年級によって変化する。河川への遡上状況を年級

間で比較するため，根室管内全体の平均回帰率と当該年

の回帰率の差を用い，河川捕獲尾数を以下の式によって

補正した。各河川の河川への回帰状況を示す河川回帰率

を以下の式によって算出した。

RCrij ＝ Crij・（1－（Rmean － Rj） （3）

Rrij ＝ RCrij ／ Nrij （4）

ここで，

RCrij：回帰率で補正した河川 iの河川捕獲尾数，
Rmean：根室管内全体の1984−2010年級の回帰率の平均，
Nrij：河川 iにおける j年級の放流尾数，
Rrij：河川 iの j年級の河川回帰率。

河川遡上に影響を及ぼす要因 根室管内の各捕獲河川（羅

臼川，春苅古丹川，元崎無異川，薫別川，伊茶仁川，標

津川，当幌川，床丹川，西別川，風蓮川，別当賀川）の

放流場所から河口までの距離（以下，降河距離）を，フ

リーソフトのカシミール3D Ver. 9.2.0（http://www.kashmir

3d.com/）上で，国土地理院の電子地図（http://mapps.gsi.

go.jp/maplibSearch.do）から測定した。一つの河川に複数

のふ化場がある場合，降河距離はそれらの平均を代表値

とした。降河距離は対数変換した後，解析を行った。

1984～2010年のそれぞれの年において河川回帰率と降

河距離の対数値の間で相関分析を行った（Pearsonの積率

相関）。有意水準は5％とした。

結 果

降河距離は0.33～100.48 kmと非常に大きな範囲を示し，

平均±標準偏差は28.4 ± 32.8 kmであった（Table 1）。

各河川の放流尾数は1,020,000～54,836,000尾（平均±標

準偏差＝14,553,000 ± 13,159,000尾），捕獲尾数は51～

439,893尾（n = 27, 39,605 ± 70,084尾）であった（Table

1）。各河川の補正河川回帰率は0.000～1.536％（0.213

± 0.206）の範囲をとった（Table 2）。河川間で補正河川

回帰率の平均値が最も高かったのは標津川で0.486± 0.185

％，もっとも低かったのは元崎無異川で0.076 ± 0.148

％であった。

1984～2010年級群の年級ごとに降河距離と補正河川回

Fig.1 Location of the release sites of chum salmon fry in
each river, where fry were stocked and adult salmon
were captured, in the Nemuro Region. Closed circles
indicate the release sites of chum salmon fry.
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帰率の間の関係を見ると，27年級群中15年級群（1993−

2000年，2002年，2004−2007年，2009−2010年）で有意な

正の相関を示した（Table 3）。全年級をまとめた各河川の

河川回帰率の平均値と降河距離との間には有意な正の相

関が認められた（t ＝ 2.593，df ＝ 9，p ＝ 0.029，r ＝
0.654; Fig. 2A）。また，河川回帰率の変動係数と降河距離

との間には有意な負の相関が認められた（t ＝ −3.349，df
＝ 9，p ＝ 0.0085，r ＝ −0.745; Fig. 2B）。

考 察

本解析により，根室管内においては放流場所から河口

までの距離が短いほど河川回帰率が低く，年変動が大き

いことが明らかになった。

サケは匂いを頼りに生まれた／放流された河川に回帰

すると考えられている（Wisby and Hasler, 1954）。匂いの

記銘にはスモルト化にともなうホルモン分泌の変化が関

係していると推測されており（Rousseau et al., 2012；上田，
2015），スモルト変態前やスモルト変態中に記銘が行われ

ると考えられている（Hasler and Scholz, 1983; Dittman et
al., 1996）。サケは体長80 mmくらいでスモルト化すると
されている（帰山，1986）。根室管内の1984～2010年級の

Table 1 Number of stocked chum salmon fry, number of
adults caught four years after release, and
downstream distances in the river in the Nemuro
Region from 1984 to 2010.

Table 3 Results of correlation analyses between estimated
river return rates and distances from the release site
to the river mouth in the Nemuro Region.

Table 2 Estimated river return rates of the Nemuro Region
from 1984 to 2010.
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放流時の平均体長および体重は4.57～5.47 cm，0.87～1.35

gで，体サイズの点ではスモルト化は十分ではないと思わ

れるが，記銘は十分行われており親魚として回帰してい

る。しかし，流程の短い河川では，非常に短時間で放流

されたサケ稚魚は降河してしまうことが報告されている

ことから（永田・宮本，1986），降河距離が短い河川では

河川内における滞在時間は短く，記銘が可能な時間も短

いことが予想される。降河距離の短い河川において河川

回帰率が低いのは，降河中の記銘期間の短さによること

が要因の一つと考えられた。

根室管内ではサケの捕獲場は河口から0.08～12.37 km

（平均2.47 km）に位置し，降河距離と河口から捕獲場ま

での距離との間には有意な正の相関がある（春日井，未

発表データ；t ＝ 6.375，df ＝ 9，p < 0.001，r＝ 0.905）。

サケは河川を探索するため一時的に生まれた／放流され

た河川以外に遡上することが知られている（Griffith et al.,

1999）。河川下流で親魚の捕獲を行っている場合，一時的

に探索のために遡上した魚を捕獲する可能性が高くなる

と考えられる。このため，降河距離の短い河川では長い

河川より河川回帰率の年による変動が大きくなったと考

えられた。

本研究では，根室管内における放流場所と河川回帰率

との関係を見てきたが，他の地域においてもこのような

現象が観察されるのか，つまり普遍的な現象であるのか

確認する必要がある。また，放流場所以外にも，河川遡

上に影響を及ぼす他の要因についても検討を進める必要

がある。
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